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１．概要（Summary） 

放射性廃棄物に含まれる核分裂生成物の一つである

ジルコニウム（Zr-93）は、地下環境中では4価の金属イオ

ンとして振る舞い、加水分解反応により水酸化物コロイド

を形成する。放射性廃棄物処分の安全評価では、このよ

うなコロイドの地下水中での移行挙動を明らかにする必要

があり、本研究ではジルコニウムの安定同位体を用いて

水酸化物コロイドを調製し、その構造や粒径の測定を行う

こととした。本研究では、まず、事前検討として、ZrO2 微

粒子の懸濁液の測定を行い、実験手法の妥当性を確認

した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

X線回折装置/SmartLab 

・実験方法 

 Zr の水酸化物コロイド粒子に対するリファレンスとして、

ZrO2 nanopowder (Aldrich, 99%)を懸濁させた試料を

調製し、小角散乱の試料とした。 

 X 線小角散乱では、Cu-K線（1.54Å）を用い、2θ

=0.06 – 4°の範囲において測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1にリファレンスとして用いた ZrO2 nanopowder

の X 線小角散乱のパターンを示す。下に凸になっている

ことから、ある程度の粒径分布を持った粒子として ZrO2 

nanopowder が水溶液中に分散していることが分かった。

得られたパターンを解析することにより、粒子の平均サイ

ズを 38 nm と求めた。得られた値は電子顕微鏡観察に

よる値 [1] と近い値を示しており、本実験手法の適用性

を表していると考えられた。今後、Zr 母溶液から異なる溶

液条件下で調製した水酸化物コロイドの測定を行うことを

予定している。 
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Fig. 1 SAXS curves for ZrO2 nanopowder.  

 

４．その他・特記事項（Others） 
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